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2 ページ【背景】シニアのスマホ・ケータイ所有率
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1-1 本稿の目的及び調査概要

調査概要

目的

スマホの普及率が8割に達し、シニアの非対面交流も活発になってきているのではないか。

シニアの対面・非対面での交流を活発に行っている人の特性を比較することで、
「共通項」「独自項」を明らかにする

3 ページ

調査時期 2022.1

調査方法 訪問留置調査法

調査対象 関東1都6県 60歳～79歳の男女

標本抽出方法 QUOTA SAMPLING 性別・年齢・都市規模で割付

サンプル数 709



4 ページ1-2.基礎集計

友人との交流
【対面】旅行・趣味の集まり、もしくは外食などの交流
【非対面】メール、LINE、電話でのやりとり
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１-3 分析の流れ 5 ページ

分析手法

数量化理論第2類

分析流れ

１．対面での交流を「積極」「消極」層に分け、これを目的変数とし分析を行う

２．非対面での交流を「積極」「消極」 層に分け、これを目的変数とし分析を行う

３．１・２の結果を比較し、考察を行う

分析の目的：
シニアの友人との交流、“対面”“非対面”で実施している人の特性を明らかにする

おこなっている, 26 ときどきおこなう, 25 たまにはおこなう, 28 おこなわない, 22
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１-4.説明変数 6 ページ

大別 説明変数 尺度

ライフスタイル

イノベータ得点 １高得点 ２中得点 ３低得点

生活への満足 １高得点 ２中得点 ３低得点

経済的ゆとり １ある ２ある程度ある ３あまりない ４ない

教室への参加 １参加している ２時々参加している ３参加していない

地域活動への参加 １参加している ２時々参加している ３参加していない

近所付き合い １ある ２ない

ICT

スマホ・ケータイ所有 １スマホを所有 ２ケータイを所有 ３未所有

メッセージサービスの
利用

メール・LINEの利用頻度
１多い ２中間 ３少ない ４ない

SNSの利用 Twitter・Facebook・Instagramの利用頻度
１多い ２少ない ３ない

属性

職業 １正規 ２非正規 ３自営 4主婦主夫 5無職

性別 １男性 ２女性

年代 １60代前半 ２60代後半 ３70代前半 ４70代後半



7 ページ1-5.説明変数間の相関

性別
メッセー
ジサービ
ス

スマホ・
ケータイ
所有

教室活動
への参加

近所付き
合い

生活への
満足

イノベー
タ度

地域活動
への参加

職業
経済的ゆ
とり

SNS利活
用

年代

性別 単相関係数 1 0.045 0.004 0.220 0.162 0.001 0.052 0.025 -0.352 -0.021 -0.054 0.029

p値 - 0.235 0.911 0.000 0.000 0.988 0.166 0.499 0.000 0.579 0.148 0.438

判定 - [ ] [ ] [**] [**] [ ] [ ] [ ] [**] [ ] [ ] [ ]

メッセージサービス 単相関係数 0.045 1 0.428 0.173 -0.021 0.058 0.207 0.000 0.260 -0.099 0.316 -0.293

p値 0.235- 0.000 0.000 0.579 0.124 0.000 0.993 0.000 0.008 0.000 0.000

判定 [ ] - [**] [**] [ ] [ ] [**] [ ] [**] [**] [**] [**]

スマホ・ケータイ所有 単相関係数 0.004 0.428 1 0.126 0.053 0.044 0.151 0.081 0.132 -0.107 0.146 -0.163

p値 0.911 0.000- 0.001 0.159 0.238 0.000 0.031 0.000 0.004 0.000 0.000

判定 [ ] [**] - [**] [ ] [ ] [**] [*] [**] [**] [**] [**]

教室活動への参加 単相関係数 0.220 0.173 0.126 1 0.175 0.123 0.009 0.190 -0.139 -0.149 0.105 0.069

p値 0.000 0.000 0.001- 0.000 0.001 0.811 0.000 0.000 0.000 0.005 0.064

判定 [**] [**] [**] - [**] [**] [ ] [**] [**] [**] [**] [ ]

近所付き合い 単相関係数 0.162 -0.021 0.053 0.175 1 0.114 0.006 0.247 -0.083 -0.079 -0.023 0.111

p値 0.000 0.579 0.159 0.000- 0.002 0.877 0.000 0.028 0.036 0.541 0.003

判定 [**] [ ] [ ] [**] - [**] [ ] [**] [*] [*] [ ] [**]

生活への満足 単相関係数 0.001 0.058 0.044 0.123 0.114 1 0.037 0.065 0.023 -0.406 0.017 0.042

p値 0.988 0.124 0.238 0.001 0.002- 0.320 0.083 0.536 0.000 0.646 0.265

判定 [ ] [ ] [ ] [**] [**] - [ ] [ ] [ ] [**] [ ] [ ]

イノベータ度 単相関係数 0.052 0.207 0.151 0.009 0.006 0.037 1 -0.030 0.073 -0.103 0.133 -0.117

p値 0.166 0.000 0.000 0.811 0.877 0.320- 0.424 0.052 0.006 0.000 0.002

判定 [ ] [**] [**] [ ] [ ] [ ] - [ ] [ ] [**] [**] [**]

地域活動への参加 単相関係数 0.025 0.000 0.081 0.190 0.247 0.065 -0.030 1 -0.050 -0.068 0.014 0.061

p値 0.499 0.993 0.031 0.000 0.000 0.083 0.424- 0.181 0.069 0.704 0.104

判定 [ ] [ ] [*] [**] [**] [ ] [ ] - [ ] [ ] [ ] [ ]

職業 単相関係数 -0.352 0.260 0.132 -0.139 -0.083 0.023 0.073 -0.050 1 -0.008 0.111 -0.350

p値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.028 0.536 0.052 0.181- 0.825 0.003 0.000

判定 [**] [**] [**] [**] [*] [ ] [ ] [ ] - [ ] [**] [**]

経済的ゆとり 単相関係数 -0.021 -0.099 -0.107 -0.149 -0.079 -0.406 -0.103 -0.068 -0.008 1 -0.034 -0.043

p値 0.579 0.008 0.004 0.000 0.036 0.000 0.006 0.069 0.825- 0.370 0.258

判定 [ ] [**] [**] [**] [*] [**] [**] [ ] [ ] - [ ] [ ]

SNS利活用 単相関係数 -0.054 0.316 0.146 0.105 -0.023 0.017 0.133 0.014 0.111 -0.034 1 -0.171

p値 0.148 0.000 0.000 0.005 0.541 0.646 0.000 0.704 0.003 0.370- 0.000

判定 [ ] [**] [**] [**] [ ] [ ] [**] [ ] [**] [ ] - [**]

年代 単相関係数 0.029 -0.293 -0.163 0.069 0.111 0.042 -0.117 0.061 -0.350 -0.043 -0.171 1

p値 0.438 0.000 0.000 0.064 0.003 0.265 0.002 0.104 0.000 0.258 0.000-

判定 [ ] [**] [**] [ ] [**] [ ] [**] [ ] [**] [ ] [**] -



8 ページ2-1.対面 判別グラフ

▲1群交流している
0.32

▲2群交流していない
-0.84

判別的中率＝67.4％ 相関比η²＝0.17
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9 ページ2-2.対面 偏相関係数

レンジ・目的変数とアイテムの相関係数 目的変数との相関

アイテム名 レンジ 偏相関係数
クラメー
ルの連関
係数

カイ２乗
値

p値 判定

教室活動への参加 0.960 3位 0.177 1位 0.279 55.275 0.000[**]

生活への満足 1.208 2位 0.158 2位 0.194 26.566 0.000[**]

スマホ・ケータイ所有 1.386 1位 0.131 3位 0.199 28.211 0.000[**]

近所付き合い 0.616 4位 0.128 4位 0.201 28.713 0.000[**]

性別 0.437 9位 0.093 5位 0.145 14.912 0.000[**]

経済的ゆとり 0.578 5位 0.092 6位 0.118 9.879 0.020[*]

地域活動への参加 0.504 7位 0.084 7位 0.160 18.091 0.000[**]

年代 0.483 8位 0.077 8位 0.043 1.282 0.733[  ]

SNS利活用 0.570 6位 0.067 9位 0.095 6.369 0.041[*]

イノベータ度 0.417 10位 0.061 10位 0.089 5.625 0.060[  ]

職業 0.268 11位 0.037 11位 0.062 2.759 0.430[  ]

メッセージサービス 0.208 12位 0.031 12位 0.156 17.184 0.001[**]



10 ページ2-3.対面 カテゴリースコア

２群消極派＜＜ ＞＞１群積極派



11 ページ2-4.対面 カテゴリースコア

２群消極派＜＜ ＞＞１群積極派



12 ページ3-1.非対面 判別グラフ

▲1群積極派
0.51

▲2群消極派
-0.56

判別的中率71.9％ 相関比η²＝ 0.29
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13 ページ3-2.偏相関係数

レンジ・目的変数とアイテムの相関係数 目的変数との相関

アイテム名 レンジ 偏相関係数
クラメー
ルの連関
係数

カイ２乗
値

p値 判定

メッセージサービス 1.454 1位 0.242 1位 0.382 103.649 0.000[**]

性別 0.746 3位 0.208 2位 0.234 38.856 0.000[**]

教室活動への参加 0.711 4位 0.167 3位 0.299 63.479 0.000[**]

地域活動への参加 0.541 6位 0.133 4位 0.214 32.617 0.000[**]

スマホ・ケータイ所有 0.829 2位 0.115 5位 0.277 54.397 0.000[**]

職業 0.585 5位 0.110 6位 0.098 6.749 0.080[  ]

近所付き合い 0.345 8位 0.097 7位 0.177 22.137 0.000[**]

経済的ゆとり 0.382 7位 0.076 8位 0.125 11.134 0.011[*]

年代 0.299 9位 0.063 9位 0.109 8.450 0.038[*]

生活への満足 0.265 10位 0.047 10位 0.125 11.099 0.011[*]

イノベータ度 0.165 12位 0.046 11位 0.128 11.572 0.003[**]

SNS利活用 0.187 11位 0.038 12位 0.186 24.561 0.000[**]



14 ページ3-3.非対面 カテゴリースコア

２群消極派＜＜ ＞＞１群積極派



15 ページ3-4.非対面 カテゴリースコア

２群消極派＜＜ ＞＞１群積極派



16 ページ4-1.対面交流・非対面交流の比較

・教室活動へ参加している

・生活への満足が極端に低くない

・スマホを所有している割合が多い

・近所付き合いをしている

・女性がやや多い

・メール、LINEの利用率が高い

・女性の割合が高い

・教室に積極的に参加している

・地域活動へ参加している

・スマホを所有している割合が多い

対面 非対面

アイテム名 偏相関係数 アイテム名 偏相関係数

教室活動への参加 0.177 1位 メッセージサービス 0.242 1位

生活への満足 0.158 2位 性別 0.208 2位

スマホ・ケータイ所有 0.131 3位 教室活動への参加 0.167 3位

近所付き合い 0.128 4位 地域活動への参加 0.133 4位

性別 0.093 5位 スマホ・ケータイ所有 0.115 5位

経済的ゆとり 0.092 6位 職業 0.110 6位

地域活動への参加 0.084 7位 近所付き合い 0.097 7位

年代 0.077 8位 経済的ゆとり 0.076 8位

SNS利活用 0.067 9位 年代 0.063 9位

イノベータ度 0.061 10位 生活への満足 0.047 10位

職業 0.037 11位 イノベータ度 0.046 11位

メッセージサービス 0.031 12位 SNS利活用 0.038 12位

赤字・・分析特有 青字・・類似 黒字・・同一



17 ページ4-2.対面交流・非対面交流の比較及び考察

対面での交流が盛んな層
⇒より教室に積極的で、地域活動にも参加しているアクティブな層×メール・LINE（非対面
交流が盛んな層）

属性
性別：非対面の方がより女性の交流が活発
年代：年代差異は見られない

ライフスタイル
教室活動：対面がより強く関係しているが、非対面に関係が確認
生活への満足度：対面でより強く関係が見られた

ICT
スマホ所有：対面においても、スマホ所有者がより交流をしている
メッセージサービス：非対面において関係が強く
SNSの活用：若干ではあるが対面交流において関係が見られた

課題・限界点
非対面交流を１種類で調査した為、電話・メール及びLINEまたはSNSでの交流が
混在している。

より外部組
織に参加

メール
LINE対面交流 非対面交流積極
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